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初品俱楽部サークル/ 東海支部総合交流大会 2026年09月17日

１.会社紹介

お客様に ご満足頂ける製品を提供

環境：2035年度カーボンニュートラルを目指す

安心：交通事故死亡者ゼロに向けた高度運転支援システムの普及

1949年12月16日

愛知県刈谷市

1,875億円

連結 154,716人

単独 43,889人

設立

本社

資本金

従業員数

会社概況

先端技術研究所

本社

豊橋製作所

善明製作所

高棚製作所

阿久比製作所

大安製作所

豊橋東製作所

湖西製作所

幸田製作所

額田テストセンター

西尾製作所

広瀬製作所

安城製作所

グローバルネットワーク 主な拠点

2026年03月31日現在

デンソーとサプライヤーとの

協働を深化
弛まぬ努力と革新技術による

新しいモノづくり

多様なパワートレインの

市場ニーズに応える体制を強化

ユーザーが安心して使用できる

安全性能を世界中に提供

“ヒト”と協調したアプローチで、

さらなる安心付加価値を提供
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年齢層は違うけどメンバー全員気持ちは若手！

２.サークル紹介

サークルレベルの底上げを目標にチームワークと向上心で活動！

(１) サークル構成

■メンバー紹介

10 20
(経験年数)

リーダー

武富

テーマリーダー

土井

（気持ち年齢）

53

槇野

元町

桜井 道廣 本江

<<気持ち年齢の算出>>

10問の質問に対して、はい：2点

どちらでもない：1点、いいえ：0点で回答

合計点数＝気持ち年齢換算

20

25

30

全員参加で和気あいあいと活動

<テーマリーダーに込めた 推進者の想い>

次期リーダー候補として経験を積ませて、

まとめる力を成長させたい⇒自分に磨きをかけるチャンス伴係長

■サークルのこだわり

■サークルの夢

製品検査課“初”全国大会出場！

(２) サークルレベルの把握

問題解決

改善力

多能工 QC知識

牽引力

【X軸=2.5】

チームワーク

ルール

順守

向上意欲 上司連携

参加

意欲

【Y軸=3.2】

1 2 3 4 5

2

3

4

5明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

サークル能力

Dゾーン Cゾーン Bゾーン Aゾーン

■サークルの課題

■サークルの現状

チームワークと向上意欲が“強み”

その反面・・・経験が浅く

改善力や問題解決力が”弱点”

サークル活動を通して若手メンバーの

改善力・問題解決力向上

CゾーンからBゾーンへ！

作成日：24.05.16 作成者：土井

：現状 ：目標
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サークル写真

弊社は株式会社デンソーとして1949年に設立、愛知県刈谷市に本社を構え、

日本国内だけでなくグローバルにも数々の拠点を展開しています。

弛まぬ努力と技術革新による新しいモノづくりを展開して、

2035年度カーボンニュートラル実現を目指し、交通事故死亡者ゼロに向けた

高度運転支援システムを普及させ、日々お客様にご満足いただける製品を

提供しております。

１．会社紹介

サークルメンバーは年齢層こそ異なりますが、全員が『気持ちは若手』の

7名で構成されています。推進者から「まとめる力を身につけてほしい」という

期待を受け、私がテーマリーダーを務めることになりました。

私自身も、成長の機会と捉え、製品検査課の発足以来初となる

QCサークル全国大会出場を夢に、全員参加で和気あいあいと活動する

サークル運営にこだわってきました。

サークルは、チームワークの良さと向上意欲の高さが強みですが、

若さゆえに経験が浅く、改善力や問題解決力に課題があります。

「CゾーンからBゾーンへ！」サークルレベルの底上げを目標に

チームワークと向上心を武器に活動を推進しました。

２．サークル紹介

お客様の要求にお応えするため、ベテランの想いを受け継ぎ、

Z世代ならではの発想で業務の効率化に挑戦しました。

45年以上にわたり品質保証のために手間暇をかけて続けてきた

”あたりまえの文化"を”変える"ことに挑戦した事例となります。

メンバーの多くはDXの知識に乏しく困惑することもありました。

そのような状況から工夫を凝らしメンバーの意識を変える活動、

対策時に直面した問題を解決するために取ったメンバー全員の

行動・活動に注目してください。

そして、私たちが納得できた活動成果を是非ご清聴ください。
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(１) 組織図

３.職場紹介

品質の良い製品をお客様へお届けする 製造部の最後の砦！

モビリティエレクトロニクス製造2部

検査室

部品検査課 製品検査2課

3係 4係 5係

初品Gr

<主な担当製品>

安心・安全・快適な運転環境を支える

車室内表示系製品

(２) 自職場（初品Gr）の役割
■5係の初品検査とは・・・

■5係の生産準備とは・・・

生産課にて

組付/検査

事前に不具合の芽を摘み取り L/O後、安定流動できる”品質”と“工程”の作り込みを行う準備

性能/外観/寸法

各項目毎に検査

各お客様指定の

検査成績書を作成

製品の出来栄えを確認、図面規格に合格した結果報告までを行う検査

お客様へ

報告

<品質> <工程>

初品検査時の

問題点抽出

検査設備・治具の

問題点抽出

SPT活動⇒“S：新製品”を“P：パーフェクト”に“T：立ち上げる”！

L/O（ラインオフ）までに

是正、再発防止

検査SPTで対策案検討

A社　御中

イベント名　初品測定結果報告書

　中央値管理部品　（　○　、×　）

いずれかに○をつけて下さい。

（仕入先)

株式会社デンソー

（部　署） 高棚製作所

織り込み 織り込み モビリティエレクトロニクス製造2 部 製品検査2 課

○ △ × ○ △ × （連絡先：0566-73-2937）

（○）全項織り込み　（△）一部織り込み　（×）織り込みなし

（部品検討会打合せ結果）  

課長 係長 担当

　　年　　月　　日

設　変　No.No. No. 設　変　No.

工
程

暫定

（******-****）
METER ASSY，COMBINATION

表面処理 ゲージ

品
番

品
名

*****-*****-*

型 組付工程治具

正式

0

20

40

60

80

100

C/F 1A 2A 量確 品確

（％）

部品完成度

部品完成度 中央値管理達成度

①部品完成度

②中央値管理 ( / ) ( / )

( / )

( / )

( / )( / ) ( / ) ( / )

( / ) ( / )
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HUD針メータ HCU

（統合制御製品）

私たちの職場は、車両に搭載されるメータ・HUD(ヘッドアップディスプレイ)・

HCU(統合制御製品)という安心・安全・快適な運転環境を支える

表示系製品が主な担当製品になります。

職場の主な役割は、製品の出来栄えを確認し、図面規格に合格した結果を

お客様へ報告する『初品検査』と、量産前に工程や設備の問題点を洗い出し、

不具合の芽を摘み取ることで、量産後に安定流動できる品質と工程を作り込む

『生産準備』を行っています。

このように私たちは、品質の良い製品をお客様へお届けするため、

『製造部の最後の砦』となる重要な役割を担っている職場になります。

３．職場紹介

310
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４ー１.テーマの背景

お客様からの要求に応えるために効率化のやり切りが必要

0

10

20

30

40

50

付帯

作業

(22ｈ)

検査

作業

(26ｈ)

検査

作業

(14ｈ)

付帯

作業

(22ｈ)

目標

(32h)

(ｈ)

針メータ(従来) 現状(24/6)

■製品の移り変わり

HCU(統合制御製品)が主流に切り替わっていく

■製品変化による工数削減と目標達成への残課題

残り”4h”削減に向け“製品検査課”で効率化を図る

▲12h 課題：残り4hの削減

(１) 職場を取り巻く環境
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■HCUに対するお客様要求と検査への課題

お客様(A社)

DENSO

ニーズ：ソフトウェア更新による製品価値向上

かつ、市場への早期展開

要求 ：納入までのLT短縮

全ての分野で

LT短縮目標を設定

検査の短縮目標：作業手番48h⇒32h(▲16h)

LT：リードタイム

針メータ：回路制御

表示状態は

目視で保証

HCU：ソフト制御

表示状態は

ソフトVerで保証

HCUのソフト保証化により、目視確認工数(検査作業)12h削減

HCU

16h
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４ー２.テーマの背景

テーマ「若手の力で文化を変え業務改善！」に決定！

「俺が入社したときから、やることは増えているけど

やり方はずっと同じで変わってないよ！」

付帯作業検査作業付帯作業

手

順

⑤品質記録④上司    ③帳票まとめ②検査①帳票準備

変化なし変化なし変化なし

検査項目

検査方法

変化あり

変化なし

変

化

点

勤続45年

加藤さん

「業務の流れを見直してみましょう！」

「自分たちでお客様の要望に応えよう！

何か効率化できることはあるかな？」

土井

（私）

<20年前との比較>

武富リーダー

45年以上前から変えないことがあたりまえとされた文化

(２) あたりまえを変えるためのヒアリング

変えたい作業変えたい想い

検査結果の目視確認が手間だから確認方法を変えたい

手間 ファイル探しが手間だから保管方法を変えたい

帳票への手動転記作業が手間だから作業方法を変えたい

手戻りロス

■ブレインストーミング実施

若手を中心に”変えたい”という声で大いに盛り上がった

土井：「手間だったり、ロスが発生している

作業で変えたい事ないですか？？」

「ファイル探しが手間だから

保管方法を変えれませんか？」

「・・・・」

武富リーダー：「みんなの”変えたい”という想いを口に出してくれて

ありがとう！ この想いを具現化していこうよ！」

土井：「45年以上のあたりまえの文化を変えるチャンス！」

その時

勤続1年

メンバー 槇野さん

(１) サークルで効率化を検討
■リーダーからの問いかけ

5/21

成績書作成ミスの修正・再確認がムダだから作業を変えたい

© DENSO CORPORATION All Rights Reserved.
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５.現状把握

イベント：新製品立上に伴うステップにおいて納入タイミングで行う一連の業務（初品Grでは品質保証業務）

品質記録
上司

チェック
帳票まとめ検査帳票準備

業

務

スキャン

ファイル保管

サーバ保管

シュレッダー

検査結果

Wレ点チェック

帳票確認

承認

検査結果

レ点チェック

成績書に

測定結果入力

寸法測定

性能検査

外観検査

ファイル作成

帳票作成

帳票印刷

検査成績書

作成

作

業

1h2h5h14h14h
時

間

■業務詳細から見る分析結果

“検査”：作業を変えられない

方法変更

省略化

製品品質

リスクに直結

自部署の

業務範囲

“あたりまえ (付帯業務)”：効率化が可能

方法変更

省略化

■1イベントあたりの業務割合

36時間

検査

39％

帳票準備

39％

帳票

まとめ

14％

上司チェック

5％

品質記録

3％

あたりまえとされた業務(時間)にフォーカス 効率化を目指す

あたりまえ (付帯業務)

22ｈ(全体の61%) 

(２) あたりまえになっていた理由

若手増加

<10年前>2014年4月

<現在>2024年4月

(人)

(年齢)

(年齢)

ベテラン多数

ベテランのこだわりとデジタルとの融合を図る

≪ベテランの意見≫

あたりまえとされる業務に疑問？

Z世代(デジタルネイティブ世代）の

発想を活かし“変えたい”

※デジタルネイティブ

⇒生まれた時からデジタルが当たり前に存在

信頼

DX

製品品質を守ってきた経験や知識、

実績がある作業を“変える”発想は

なかった

≪若手の想い≫

実績

経験 知識

製品品質のつくり込みへの

“こだわり”

(１) １イベントあたりの業務詳細
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(人)
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６.目標設定と活動計画

目標達成に向けてサークルメンバー全員で果敢に挑戦！

(２) 活動計画

0

5

10

15

20

25

▲4h

(h)

24/6 25/2

22h 18h

<目標の背景>

検査への要求：LT2日(16h)短縮

⇒製品変化による工数削減で12h短縮

2

月

1

月

12

月

11

月

10

月

9

月

8

月

7

月

6

月
主担当活動内容

全員テーマ選定

元町現状把握

土井

槇野
目標設定

桜井要因解析

道廣要因検証

土井対策案検討

全員対策の実施

本江効果の確認

全員

職制

標準化と

管理の定着

全員が主担当を持ち、主体性を持って活動！

：計画 ：実績
’24 ’25

①

①

②

②

① ②

25/4に本型・本工程を迎える新製品の立ち上げに向けて

25年2月末までに4hを削減

(１) 目標設定
■１イベントの削減時間
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７.要因解析

２つの重要要因について検証を実施

重要要因：①紙を主体に運用している ②成績書準備に時間がかかる

作成日：24.08.21 作成者：全員

機械 環境

あ
た
り
ま
え
の
業
務
に

時
間
が
か
か
る

帳票の理解不足

帳票の修正が多い

作業場の移動が多い

ファイル保管スペースがない

それぞれの場所が離れている

保管場所がバラつく

探すムダが生まれる

提出帳票が多い

ファイルが多い

紙を主体に運用している

納期からの焦り

判断に迷う時間が多い

経験や知識の差がある

手入力/記入

している

教育不足 作業時間に

ムラがある

疲労

打合せが入る

決まった場所でしか作業できない

確認不足

結果確認に時間がかかる

人によるレ点チェック

大型プリンターが1つのみ

品番の数だけ作成

成績書準備に時間がかかる

品質記録完了

までの手順が多い

確認して押印

トリプルチェック

スキャンしてPDFに変換

※1人2回の挙手／（メンバー7名）

検査道具の作成

仕様で異なり新規作成

検査項目が多い

手動操作が多い

劣化による修理

自動化されていない
古いデータを探す

サーバのフォルダが複雑化

知識が無い

人 方法
(１) 特性要因図
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自動車業界ではECU(電子制御ユニット)統合が進み、担当製品も従来の針メータから

メータとHUDを統合制御するHCUへ主流が移行しています。

HCUに対してお客様からは製品価値の向上と市場への早期展開のため

納入LT(リードタイム)短縮を求められており、製品検査課では作業手番を

48時間から32時間へ短縮する目標に取り組みました。

HCUではソフトウェア制御への変化により、従来の目視確認に代えて

ソフトウェアVer確認による保証が可能となり、検査作業を12時間削減しましたが、

目標達成には未だ4時間が不足していた状況でした。

そこで、お客様要求に応えるため、残る4時間の削減を課題として

QCサークル活動に取り上げ、私たちで効率化のやり切りを目指します。

４－１．テーマの背景

サークル会合での「自分たちで効率化できることはないか」という

問いかけをきっかけに業務を調査した結果、

検査作業は製品の変化に合わせ見直されている一方、

付帯作業は、45年以上も『 あたりまえ』として継承された文化として作業が存在。

あたりまえを変えるためのヒアリングでは、怖いもの知らずの1年目社員から

「帳票の保管方法を変えたい」という一言をきっかけに”変えたい”という

多くの意見が挙がりました。

今こそ、メンバーの変えたいという想いを具現化し、長年続いた文化を変える

チャンスと捉え、テーマを『若手の力で文化を変え業務改善』に決定しました。

４－２．テーマの背景

現状把握では、1イベント(納入タイミングで行う一連の業務)の

業務内容を調査した結果、検査作業の方法変更や省略化は

製品品質リスクに直結するため効率化の対象外と判断。

一方で、帳票準備や帳票まとめなどのあたりまえとされた付帯業務であれば、

自部署内で完結される業務であり全体の61％を占めるため、

効率化の余地が十分にあると考えました。

ベテランの「製品品質のつくり込みへのこだわり」によって、

あたりまえとされ、変える事をして来なかった付帯作業でしたが、

若手を中心に『あたりまえ』に疑問を抱き、改善を望む声が高まる中、

ベテランの品質へのこだわりと若手のデジタル技術を融合し、

付帯業務の効率化を目指すことにしました。

５．現状把握

LT短縮目標の達成に向け、残る4時間を新製品立ち上げ前の

25年2月末までにあたりまえとされてきた付帯業務から

削減することを目標に設定しました。

活動を計画的に推進するとともに、メンバー全員が主体的に参画できるよう

各ステップに主担当を設置し、目標達成に向けてサークルメンバー全員で

果敢に挑戦していきます。

６．目標設定と活動計画

『あたりまえの業務に時間がかかる要因』を明確にするため

特性要因図を用いて、重要要因の絞り込みを実施しました。

5M1Eによる人・方法・機械・環境の4観点で調査を行い、

1人2回の挙手性で重要要因を探し出した結果、

『紙を主体に運用している』『成績書準備に時間がかかる』という

2点が挙がったため、これら2つの要因について検証を実施していきます。

７．要因解析
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８.重要要因の検証－①紙を主体に運用している

(２) 職場の現状

各グループで課題に対する対策案を検討

合計
品質

記録

上司

チェック

帳票

まとめ

帳票

準備

180min

(3h)

ーーー28min
印刷

(図面含

む)

ーーー27min
ファイル

作成

－30min30minー
レ点

チェック

62minーーー
スキャン

/保管

3minーーー
シュレッ

ダー

目標4ｈに対して現状3ｈ占めている

紙にまつわる作業が全ての業務に含まれていることが判明！

作成日：24.09.10 作成者：道廣

業務

紙作業

ファイルは増えていく一方(冊)

車種ファイルの山

・・・その数500冊超！

<課題>

①ペーパーレス化に向けた、紙帳票の代案構築

②書類のファイル+サーバ管理に代わる管理方法の構築

この状態を野放しにすると・・・

その中から

1車種探す

管理・探す手間はより深刻化＋保管場所もひっ迫

しかし、「紙作業は文化の1つ！」

土井
(リーダー)

元町桜井本江課題①

槇野道廣武富課題②

<狙い>

・役割分担による効率化

・意見交換を活性化

■課題ごとにグループ分け

(１) あたりまえの業務に含まれる紙にまつわる作業

9/21

紙運用の実態を調査した結果、印刷やファイル作成などの紙作業が

付帯業務全般に存在し、目標4時間に対して3時間を占めていました。

また、職場には500冊以上の紙ファイル保管されており、

必要なファイルを1つ探し出すための手間が発生しています。

この状態を野放しにすると、事態は深刻化、保管場所も逼迫していきます。

紙作業は長年続く文化であり、効率化余地が大きい業務であるため、

『紙帳票の代案構築』と『管理方法の代案構築』を課題に設定し、

各課題ごとにグループを編成して対策を検討することにしました。

８．重要要因の検証 - ①紙を主体に運用している



紙帳票の代案となる電子帳票の導入に向けて、紙運用の潜在リスクに対し、

電子帳票が有効な改善策であることを確認しました。

社内規程や納入先ルールも調査したところ、運用上の問題がないことから

DXを活用した電子帳票の作成を決断しました。

しかし、メンバーから「DX知識が無くて、付いていけるか不安」という声が挙がり、

全員参加にこだわっていましたが、実際は特定の人だけが活動する状態でした。

この状況を打破するため、DXに詳しい方に講師を依頼し、勉強会を実施し、

日常生活での活用事例、Excelの基礎知識を中心に学んでいきました。

メンバー全員がDXに対する興味と理解を深めて、参加できる環境をつくったところ

で、

電子帳票の仕様を検討していきます。

９．課題①について対策案の検討

~ペーパーレス化に向けた、紙帳票の代案構築~

© DENSO CORPORATION All Rights Reserved.
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PCで検査法の

情報を手入力

１３.重要要因の検証ー②成績書準備に時間がかかる

独自の方法で入力時間を短縮する必要がある

(２) 他部署の製品検査にベンチマーク
■成績書準備の流れ 検査法：検査項目/規格がまとめられたリスト(お客様承認済み)

入力内容を

目視確認

品質保証部から

検査法入手

成績書

フォーム入手

■準備時間の内訳

成績書準備に

合計3hかかっている

“PCで検査法の情報を手入力”

する作業に2hかかっている
0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

カテゴリ 1 カテゴリ 2 カテゴリ 3 カテゴリ 4

(ｈ)

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

0％
情報

手入力

入力内容

確認

成績書

フォーム入手

検査法

入手

20％

40％

60％

80％

100％

■他部署の準備方法

検査法を入手後、

PCで検査法の情報を

独自フォームに手入力

ボタンを押せば

成績書フォームに転記

その後、入力内容を目視確認

■他部署の方法は自部署で可能か調査

他部署自部署項目

専用フォームに手入力手入力入力方法

3品番8品番品番点数

(1車種平均)

40項目200項目検査項目数

製品タイプで統一製品タイプで異なる

(例：ガソリン,HV)

検査項目内容

品番・項目数が多いので入力時間短縮の効果小

■課題

『品番・項目多数でも入力時間を短縮する対策の実現』

(１) 成績書準備にかかる時間内訳

A社　御中

イベント名　初品測定結果報告書

　中央値管理部品　（　○　、×　）

いずれかに○をつけて下さい。

（仕入先)

株式会社デンソー

（部　署） 高棚製作所

織り込み 織り込み モビリティエレクトロニクス製造2 部 製品検査2 課

○ △ × ○ △ × （連絡先：0566-73-2937）

（○）全項織り込み　（△）一部織り込み　（×）織り込みなし

（部品検討会打合せ結果）  

課長 係長 担当

　　年　　月　　日

設　変　No.No. No. 設　変　No.

工
程

暫定

（******-****）
METER ASSY，COMBINATION

表面処理 ゲージ

品
番

品
名

*****-*****-*

型 組付工程治具

正式

0

20

40

60

80

100

C/F 1A 2A 量確 品確

（％）

部品完成度

部品完成度 中央値管理達成度

①部品完成度

②中央値管理 ( / ) ( / )

( / )

( / )

( / )( / ) ( / ) ( / )

( / ) ( / )
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１２.課題②について対策の実施 ~書類のファイル+サーバ管理に代わる管理方法の構築~

(２) 要因①対策効果の確認

残り1hの効率化に向けて要因②の検証を実施！

あたりまえになっていた管理方法の効率化に成功！

合計：2h

【対策前】：サーバ+ファイル管理

承認後の作業準備段階での作業

シュレッ

ダー

ファイル

保管

サーバ

保管
スキャン

ファイル

探し
印刷

ファイル

作成

【対策後】：SPO管理

車種フォルダを作成するだけ！

(約10sec)

・SPOを見れば誰でも迷わず

フォルダを見つけることができる

・サーバ+ファイルの二重管理から

SPOで一元管理

・常にファイルが最新版

たった1つ！ <メリット>

0

5

10

15

20

25

(h)

0

1

2

3

4

▲3h
2h

0h(約10sec)

(h)

24/6 24/11

1h

<紙にまつわる作業>

目標

(▲4h)

▲3h
残り▲1h

22h 19h 18h

24/6 24/11 25/2

<目標との比較>

：課題①の対策効果

：課題②の対策効果

(１) 対策前後の比較
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１１.課題②について対策案の検討 ~書類のファイル+サーバ管理に代わる管理方法の構築~

“ありたい姿”の実現に向け保管方法の効率化に挑戦！

マトリックス図で評価が高いクラウド(SPO)管理を選定！ SPOのしくみ化に向けた“ありたい姿”を決定！

(２) SPO管理のしくみ検討
情報セキュリティ教育を受講後

土井：「ルールに沿った保管方法をマトリックス図で評価しましょう！」

武富リーダー：「機密情報を扱うときは、ファイルサーバーやM365で

管理する必要性を学んだよね！」

評価
コスト

※2
実現性

効果

（管理面）
対策案

7△△ ※1〇既存サーバだけで管理

5✕△ ※1〇新規専用サーバで管理

9〇〇〇クラウド(SPO)で管理

評価〇:3点 △:2点 ✕:0点■マトリックス評価

既存サーバ

容量面で実現性△

新規専用サーバ

開設費

20～30万

コスト✕

クラウド(SPO)

検索性が高い

追加コスト無し

効果・コスト〇

※1サーバーの増設 ※2コスト：〇5万円未満 △5～15万円未満 ×15万円以上

■現状の課題に対するSPOのありたい姿

SPO困りごと（紙ファイル+サーバ）

検索が容易なフォルダ構成紙ファイル探しに手間がかかる

承認=品質記録となるしくみ承認後にスキャン等作業が多い

一元管理で常に最新版を保管最新版の識別が困難

ありたい姿

<作業者>

②リンク送付

①ファイル

アップロード

③アクセス/

承認

<上司>

<品質記録>

(１) 管理方法変更へのきっかけ

12/21
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○

品番（ｼﾘｱﾙ）

測定箇所 規格

車速（Km/h） 下限 上限 +2.0

〇〇 +1.0 +5.0

車速（Km/h） 下限 上限 +2.5

〇〇 +2.0 +6.0

総合結果

１０.課題①について対策の実施 ~ペーパーレス化に向けた、紙帳票の代案構築~

(２) 対策事例：初品測定用紙

帳票はExcelで作成

“印刷して手書き”
Excel機能を活かして作成

“PCで入力”

全27帳票に対し、目指す仕様を決定！

初品測定用紙：スピード等の測定結果

を記入する用紙

他帳票も勉強会で身につけた知識を活用し、電子版帳票化！

課内規程より：チェック 青色:担当 赤色:班長 黒色:係長or課長

約100項目×品番点数

【対策前】：測定完了後、結果が規格内に入っているか目視確認

【対策後】：測定結果入力と同時に、関数による自動判定

検査項目多数でも人による確認不要に！

0

20

40

60

対策による効率化時間
担当 班長 係長/課長

▲1h

0h

<効果>

0

(min)

改善前

(24年9月)

改善後

(24年11月)

20

40

60

■全27帳票の運用方法

(１) 電子帳票の仕様検討

11/21

※規格値は、参考値

※規格値は、参考値
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９.課題①について対策案の検討 ~ペーパーレス化に向けた、紙帳票の代案構築~

ペーパーレス化に向けた電子帳票の仕様を決める！

(２) 電子帳票作成の前に・・・

「ずっと紙でやってきているから

電子帳票がルールに違反しないか確認しないとね！」

電子帳票紙カテゴリ

自動確認で異常検出目視確認による見逃しリスクQ(品質)

継続費用が無い印刷費用等が継続的に発生C(コスト)

情報即時共有で納期短縮情報伝達に時間がかかるD(納期)

アクセス制限等で安全性向上紛失・盗難リスクありS(安全)

簡略化で負担軽減手書き・整理等の手間が多いH(人)

規程・ルールに抵触しないためDX活用電子帳票の作成を決断！

■紙のリスクを電子帳票で検証

紙運用に潜むリスクに対して、電子帳票は有効な改善策

■ルール確認

電子帳票による納入先要求との相違

⇒規程や各納入先のルールに対し

抵触なし(品質保証部確認済み)

<課内規程/納入先品質基準>

メンバー本江さん

<女性メンバーから苦言>

私DXに全然知識が無くて、付いていけるか不安です・・・

全員参加のつもりが特定の人だけが活動する状態になっていた

メンバー

桜井さん

■DX基礎知識の勉強会実施

・Excel（関数、VBAでできること）、AIなどの

基礎知識をメンバー全員で勉強

<DX講師>

池田さん

(IoT留学経験3年)

DXの基礎知識を身に付けることができた！

夕方になると「今夜の晩御飯どうしよう…」と悩む主婦層

興味を持つきっかけに！

便利じゃない？これがDXです！

朝礼後の

30分間を使用

(約2週間)

(１) 電子帳票による懸念点調査
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電子帳票化に向け、Excel機能を活かす全27帳票の仕様を決めました。

初品測定用紙(検査結果を記入する用紙)では、対策前は測定完了後に

検査結果が図面規格内であるか約100×品番点数分の項目を

担当者から課長まで目視確認を行っていました。

対策後は検査結果の入力と同時に関数による自動判定を行い、

異常の即時検出と確認作業の省略を実現しました。

その結果、60分の工数削減を達成しました。

この事例のように、勉強会で習得した知識を活用して各帳票の電子化を

推進しました。

１０．課題①について対策の実施

管理方法の変更にあたり、機密情報管理ルールを踏まえて、

複数案をマトリックス図で評価した結果、最も有効性の高い

SPO(SharePoint Online)管理を採用しました。

従来は紙ファイルの探索や保管、承認後のスキャンが発生していましたが

SPO上でファイル共有と承認を行うしくみを構築することで、

そのまま品質記録として管理できる運用を目指すことにしました。

紙ファイルを探して保管する『あたりまえ』から、

必要な情報へすぐにアクセスできる環境へ。

ありたい姿の実現に向けて保管方法の変革に挑戦することにしました。

１１．課題②について対策案の検討

~書類のファイル+サーバ管理に代わる管理方法の構築~

SPO管理導入前はサーバと紙ファイル管理の併用により、

紙特有の作業に2時間を要していました。

導入後は車種フォルダ作成(所要時間：10秒)だけとなり、

ファイル探索の容易化・最新版管理の一元化などの効果も得られました。

１つ目の重要要因『紙を主体に運用している』の対策効果として、

3時間の工数削減を達成しました。

目標の4時間削減には、未だ1時間不足しているため、

2つ目の重要要因『成績書準備に時間がかかる』に対して

検証を進めていきます。

１２．課題②について対策の実施

成績書準備工程を調査した結果、作業全体で3時間要しており、

そのうち検査法（お客様に報告する検査項目/規格等をまとめたリスト)の情報を

成績書へ手入力する作業に2時間かかっていることが分かりました。

他製造部の製品検査にベンチマークすると、独自フォームに手入力後、

成績書に転記される方法が導入されていましたが、

自部署は品番数や検査項目数が多く、同様の方法では十分な効果が

見込めませんでした。そこで、目標達成に向けて、自部署に適した

独自の方法による入力時間を短縮を検討することにしました。

１３．重要要因の検証 - ②成績書準備に時間がかかる
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１４.対策案の検討ー②成績書準備に時間がかかる

(２) どんな仕様にするか、メンバー全員で検討

IoT課と合同でシステム作成に取り組んでいく！

会社方針である結果に拘り自己新記録に果敢に挑戦していく！ このシステムで誰でも簡単に作成できるようにするぞ！

協力者：IoT課 鈴木さん

サークルを代表して3人が立候補

「入力する項目が多いから検査法の情報を

そのまま自動で成績書に入力してくれたら

めっちゃ楽ですよね！」

武富リーダー：「DX推進会議に参加してるし、

そこで議題として打ち上げてみようか！」

「ExcelのVBA(マクロ)を使用すれば可能です！」

メンバー全員で勉強会を行ったが、

VBA(マクロ)で転記するという知識がない・・・

⇒IoT課へ協力依頼して勉強を兼ね合同でシステム構築を決意

■DX推進会議で打ち上げる

メンバー道廣さん

土井 元町 道廣

全品番同時作成

誰でも簡単に使える

汎用性がある

規格の選択式

システムの仕様

作成する

品番を選択

必要な情報だけ

成績書に転記

検査法を開く

(インプット情報)

転記ミス無し

マクロを入れた

成績書を開く

メンバー全員で

意見を出し合い

目指す仕様が決定！

■女性メンバーからのひとことがきっかけに

(１) 専用ツールを検討
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Excel VBA

対策検討の中で挙がった「検査法情報を自動転記したい」という意見を

きっかけにDX推進会議に参加しているリーダが議題として

提案した結果、Excelマクロの活用による実現可能性が見えてきました。

しかし、メンバーにはマクロ開発の知識がありません。IoT課へ協力を依頼して、

勉強を兼ね合同でシステム構築に取り組むことを決意しました。

サークルからは3名が立候補し、会社方針である自己新記録に挑戦します。

メンバー全員で仕様検討したうえで、『誰もが簡単に成績書を作成できる

システム』の実現を目指して、活動を推進しました。

１４．対策案の検討 - ②成績書準備に時間がかかる



活動終了の振り返りとして、『これがあたりまえ』とされてきた現状を変えるのは

難しいと感じていましたが、全員で役割を持って取り組み、

効果を実感するうれしさを共有できたこと。また、初めてテーマリーダーを経験し、

メンバーの意見をまとめる力や多角的に物事を捉える力を身につけ、

自身の成長にもつながりました。

今後もDX活動を継続し、他社に負けない品質とスピードの両立を

追及するとともに、デジタル技術を活用した知識継承に挑戦し、

若手の力で率先して職場文化の変革を進めていきます。

１８．活動の振り返りと今後の進め方

システム構築に向け、IoT課の協力をもとに勉強会を実施し、

生成AIも活用して、知識習得と開発を進めました。

PDCAを繰り返し、約１ヶ月を経て代表車種のサンプルを完成させましたが、

検査法を作成する品質保証部担当者の作成方法のばらつきにより、

他車種へ展開できないことが判明しました。

検査法はお客様の承認を取得しているため、

メンバー内で「もう実現は難しいのではないか」という諦めムードが広がり、

活動は大きな壁に直面しました。

そこで「諦めず、ダメもとでも聞いてみよう」という推進者からの言葉から、

メンバーの意識は再び前向きに変化しました。

最後まで諦めず改善をやり切るため、品質保証部へ協力依頼を行います。

１５－１．対策案の実施 - ②成績書準備に時間がかかる

© DENSO CORPORATION All Rights Reserved.

初品俱楽部サークル/ 東海支部総合交流大会 2026年09月17日

１７.標準化と管理の定着

(１) ５Ｗ１Ｈでまとめる

改善内容を定着させ、グループ会社、海外拠点への横展開を継続する！

どのように誰がどこでいつなにをなぜ

実作業に基づいて作成本江・元町現場25/2電子版帳票 作業要領書

標準化

実作業に基づいて作成桜井・槇野現場25/2SPOサイト 運用ルール

実作業に基づいて作成道廣現場25/2成績書作成ツール 作業要領書

グループ会社に横展開武富・土井MTG都度改善内容

SPOサイトに移行全員現場都度既存の車種ファイル

内容見直し武富現場25/2製品検査課規程維持管理

<作業要領書> <グループ会社へ横展開>

デンソー岩手

展開済み

（25年4月）

デンソーワイズテック・ジェコー

展開予定

（25年12月中）

展開済み拠点で

同一効果を確認

海外拠点展開予定
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１６.効果の確認

(３) サークルレベル評価

お客様要求の対応と業務改善の両立に成功！

(２) 波及効果

５係だけでなく、課全体としての効果が生まれた！

目標以上の成果で”LT短縮”という大きな課題を突破！

①ペーパレス化の実現

・年間印刷枚数 50000枚 ⇒ 0枚 (▲44,000円)

・プリンター1台撤去 107,520円 ⇒ 0円 (▲107,520円)

・ファイル保管用4段キャビネット撤去 作業スペース確保

②DX化の知識を習得

0

5

10

15

20

25

目標

(18h)

(h)

24/6 25/2

▲5h

22h 17h

<あたりまえ業務の短縮実績> <検査全体の短縮実績>

0

10

20

30

40

50

目標

(32h)

(h)

24/6 25/2

▲17h

48h 31h

作成日：25.02.24 作成者：本江

：活動後：活動前 ：目標

チームワーク

ルール

順守

向上意欲 上司連携

参加

意欲

【Y軸=4.4】

Cゾーンから

Bゾーンへレベルアップ

“目標達成”

問題解決

QC知識

【X軸=3.4】

改善力

多能工

牽引力

・関係部署との連携

⇒問題解決力・改善力向上

・活動を通しての成功体験

⇒メンバーの達成感・改善意欲向上

明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

1 2 3 4 5

2

3

4

5

サークル能力

Dゾーン Cゾーン Bゾーン Aゾーン

(１) 活動全体の効果

19/21

© DENSO CORPORATION All Rights Reserved.

初品俱楽部サークル/ 東海支部総合交流大会 2026年09月17日

１５ー３.対策案の実施ーシステム動作時の動画を再生
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１５ー２.対策案の実施ー②成績書準備に時間がかかる

(２) 対策効果の確認

人に頼っていた手作業を、誰でも簡単にできる自動化システム作成に成功！

「確かに手入力だと、時間もかかるし、

ミスがあると納入先の信頼を無くしてしまいますね」

“システム作成の実現に前向きな意見をいただく”

<検討結果>

作成者によってばらつきが出ない、

ひな型検査法を作成する協力体制を確立！

品質保証部

■3者(IoT/品保/検査)で検査法作成+システム改良

全69項目に対して

対応策検討/対策実施

ひな型検査法完成！

約2週間後

改良版システム完成！

約1週間後

どんな車種でも転記可能になった！

0

1

2

3

カテゴリ 1 カテゴリ 2 カテゴリ 3 カテゴリ 4

【対策前】：多くの情報を手入力

【対策後】：2クリックで可能！

情報

手入力

入力内容

確認

成績書

フォーム入手

検査法

入手

他部署自部署項目

専用フォームに手入力

⇒成績書に自動転記させる

入力不要作成方法

人による入力不要で

作成できるシステム

事業部初

0

1

2

3

カテゴリ 1 カテゴリ 2 カテゴリ 3 カテゴリ 4情報

手入力

入力内容

確認

成績書

フォーム入手

検査法

入手

(ｈ)

(ｈ)

■他部署と比較

2h

▲2h****-* *-***
****-* *-***
****-* *-***
****-* *-***
****-* *-***
****-* *-*******-* *-***

■MTGで活動内容を伝える

(１) 品質保証部への協力依頼

A社品番
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１５ー１.対策案の実施ー②成績書準備に時間がかかる

問題を解消するために品質保証部へ協力依頼！

(２) どんな仕様にするか、メンバー全員で検討

勉強会の他にも生成AIを活用して、

少しずつ知識を深める

毎日30分間を使用

計画

実行

評価

改善

PDCAを何度も何度も

繰り返し行う

代表1車種分の

サンプルが完成！！

約1ヶ月後

最後まで諦めず改善を実施していく！

■出来上がったサンプルを使用して、他車種でテストを実施

記号が反映されない 謎の空白ができる

転記されない箇所がある 転記ミス

多くの問題点があり、うまく転記が出来ない(汎用性無し)

■原因追及

「品質保証部担当者による検査法の作成方法のばらつき」が原因と発覚

英語表記

マクロ実行不可 文字が途中で切れる

検査法はお客様の承認も取得しているので、変更は難しいと

諦めムードが出始めてしまう

<推進者から助言>

ここで諦めずに、ダメもとでもいいから品質保証部に聞いてみようよ！

メンバー全員の気持ちが変化

「無理かも」 ⇒ 「とりあえずやってみる！」

■VBA(マクロ)の勉強会+対策実施

(１) 目指す仕様の作成
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品質保証部へ活動内容を説明した結果、

システム化に前向きな協力を得ることができました。

IoT課・品質保証部・検査の3者が連携し、検査法のひな形作成とシステム改良を

並行して進め、試行錯誤を繰り返し、全69項目の課題へ対策を実施しました。

その結果、どの車種でも転記可能なシステムを実現しました。

対策前は2時間要していた検査法情報の入力作業は、品番選択による

2クリック操作へと改善され、最後まで諦めなかった結果、

人による入力を不要とした事業部初となるシステムを構築することができました。

１５－２．対策案の実施

実際のシステム動作時の動画を再生いたします。

（当日をお楽しみください）

１５－３．対策案の実施

活動全体の効果を確認した結果、あたりまえとされた付帯業務の5時間削減、

検査全体のLTも17時間削減し、お客様から求められていたLT短縮に

大きく貢献しました。

また、ペーパレス化により年間50000枚の印刷を削減するとともに、

活動を通してDXの知識を習得することで、課全体の効果を生むことができました。

さらに、関係部署との連携を通じて問題解決力・改善力が向上し、

サークルレベルもCゾーンからBゾーンへ向上しました。

今回の活動を通じて、お客様要求への対応と業務改善の両立に

成功することができました。

１６．効果の確認

改善内容を継続的に活用できるよう、

標準化と維持管理方法を5W1Hでまとめました。

さらに、改善内容はグループ会社に横展開し、展開済みの拠点では

同一効果を確認することができています。

改善内容を定着させ、今後もグループ会社と海外拠点への

横展開を継続していきます。

１７．標準化と管理の定着
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１８.活動の振り返りと今後の進め方

(２) 今後の振り返り(１) 活動の振り返り

今後も若手の力で率先して楽しく業務改善を進めて行きます！

■振り返りをメンバー全員で実施

■テーマリーダの想い

「これがあたりまえ」となっている現状を変えることは難しく感じました。

ただ、1人ではなかなか取り組むことができなかったことを

QCテーマに挙げることで、全員が役割を持って活動することができ、

効果が出る“うれしさ”を共有することできました。

初めてテーマリーダーを経験することで、メンバーの意見をまとめる力を磨き

色んな視点で考えることで、自分の成長にもつなげることができました。

<まとめ>

<良かった点>

・他部署を巻き込んで楽しく改善できた

・DXって何？からペーパーレス活動を

通じて他の業務でも活かせそうと思った

<悪かった点>

・QC7つ道具を活用した活動が

少なかった

製品品質を守る為に、半世紀近く変えてこなかったあたりまえ業務を

品質を守りつつDX化で業務改善できたことはチームとして自信を持てた

狙い方法

有識者を増やし、

他分野での改善を継続させる

活動を通して身に付けた

知識を共有する場を設ける

プロフェッショナルを育成IoT課へ短期留学

■DX改善を継続

“ありたい姿”の実現に向けて、活動を推進していく！

他社に負けないスピードで品質の良い製品をお客様にお届けする！

■職場状況に向けた改善

10

15

20

FY24 FY25 FY26

<人員推移>

ベテランが退職される

⇒技能・ノウハウの風化を懸念

ベテラン デジタル ヒト

継承
学習

学習

ありたい姿

デジタルから学ぶプロセスを実現させる

基盤作りに挑戦！

(人)
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